
2008年度 ４種・キッズ 大会イベント

関わる大人の望ましい行動
大会ガイドライン

プロモーション計画



2007年度 大会ガイドライン改訂

背景

以前より、大会ガイドライン、指導指針、ベストサ
ポーター等の発信はしているが、徹底されていると
は言えない現状が、大会等で依然として多々見受け
られる。
⇒ 望ましい育成の阻害要因となりうる。

事業部（運営側）との共同にて、
徹底させるためのプロモーションを積極的に行う。



対象： 関わる大人
・指導者 （指導指針、大会ガイドラインの徹底）

・親 （ベストサポーターの徹底）

・大会運営 （大会ガイドラインの徹底）

計画

注目度が高く、社会的にインパクトの大きい全少を
活用。
本大会および都道府県予選にて、働きかけを行うこ
とを検討。
⇒ そこからの発信でその結果全国に波及すること
を期待。



アイディア

① 運営・企画関連

② 配布・掲示物関連



アイディア

① 運営・企画関連

・親、応援団の観戦位置制限
⇒ ベンチとは反対のサイドへ

コーチはコーチ、審判は審判に任せる！

・フェアプレー、ポジティブプレー賞？
⇒ JFAフェアプレー賞ガイドライン提案にからめて

ポジティブプレー、ポジティブゲームを評価
（観戦者行動も評価の対象→プロモ）



アイディア

① 運営・企画関連

・監督会議
⇒ ガイドラインの徹底

全国大会では実施。
都道府県大会等では？？



アイディア

① 運営・企画関連

・運営者（大会部会）への徹底
⇒ ガイドラインの徹底

必要な会議でのアナウンス。

今後、地区予選レベルでのローカルルールの
適用に向け、47FAユースダイレクターの関わり。

その前提としての、大会部会等へのアナウンス。

事業部の協力により、各種大会部会（都道府県レベ
ル含む）への働きかけが必要



アイディア

① 運営・企画関連

・大会期間中の親向け研修会
⇒ ベストサポーター研修会

D級、キッズリーダー養成講習会

ただし、参加を促すことが可能か？？



アイディア

① 運営・企画関連

・大会期間中の子ども（応援の弟・妹）向け企画
⇒ チャレンジゲーム

クラッキ
ファンタジスタ



アイディア

① 運営・企画関連

・審判と技術セッション
育成の観点から
４種のゲームのレフェリング



アイディア

① 運営・企画関連

・その他？



アイディア

② 配布・掲示物関連

・KIDS ZONE
アメリカでの取り組み

“ここはキッズゾーン
約束を守れない大人立入禁止！”



アイディア

② 配布・掲示物関連

・スイス協会
おとなの皆さんへ

“今日はぼくたちの日”



アイディア

② 配布・掲示物関連

・スイス協会 パパへの手紙 （別紙資料参照）

⇒ 本大会出場選手に親への手紙を書かせ、
この手紙とともに渡す企画？？



アイディア

② 配布・掲示物関連

・ベストサポーター ダイジェスト版
⇒ A４またはA３程度で１枚ものダイジェスト版作成

掲示・配布



アイディア

② 配布・掲示物関連

・関わる大人向け新ハンドブック作成

⇒ 大会ガイドライン
ベストサポーター 等 ダイジェストを作成・配布



アイディア

② 配布・掲示物関連

・その他？



少人数のゲームを映像で効果的に表現
４対４、８対８等
子どもが楽しんでいるシーン
ボールタッチ数、ゴール前数等の違いを表現

Jリーグ主催→少年８対８のみ

各FA専務理事への働きかけが必要

親に対してもカード （グリーン／イエロー・レッド）

子どもの自立 （準備、片付け等、スパイク磨きコーナー）

フェアプレー 観戦者行動も項目に含まれる

チビリンピック、全少にて実施



スイスFA こども向け絵本の前書き
Fユース（U-9）の子どもからパパへの手紙

パパ、パパがこないだピッチの外に置いてあったゴールによじ
登ってレフェリーに文句を言ったでしょ。あの時、僕はすごく頭に
きて泣きそうになったんだ。あんな怒り方、今まで見たことなかっ
たよ。たぶん、レフェリーが間違ったんだとは思う。でも、僕がたと
えパパの言うように「レフェリーのせいで」試合に負けたんだとし
ても、そんなことはどうでもよくて、僕はとっても楽しかったんだ。
わかってほしいんだ、パパ。僕はプレーしたい、それだけなんだよ。
僕は楽しみたいんだ。だから、僕がプレーをしているときには、
「パスしろ！」とか「シュートだ！」とか、叫び続けるのはやめて。
パパの言うことはあっているのかもしれないけど、僕が緊張してし
まうんだ。
パパ、もう一つあるんだ。試合中にコーチが僕のことを交代させ
ても、怒らないで。僕は、ベンチにすわってみんながプレーしてい
るのを見るのだって楽しいんだよ。僕らは大勢いるし、みんなが
プレーしなきゃだめでしょ。それから、僕にサッカーシューズをき
れいにするやりかたを教えてくれる？僕のなんだからパパがやっ
てくれなくていいんだ。僕が自分でできるようにならなきゃいけな
いんだよ。それからスポーツバックは僕が自分で持ちたいんだ。
バッグにはチームの名前が書いてあるから、僕がサッカー選手
だってまわりのみんながわかるだろ？僕、それが好きなんだ。
パパ、お願い。試合の後にママに「今日は勝った」とか「負けた」と
かって話すのはやめて。ママには僕がとっても楽しんでいたって
伝えてほしいんだ。それから、僕がすごいシュートを決めたから
勝った、って言うのもやめてね。だって、そうじゃないんだもの。僕
がシュートを決めたのは、仲間が僕に良いパスをくれたからなん
だよ。勝ったのは、僕らのチームのゴールキーパーが必死に相
手のシュートを防いでくれて、チームの仲間が全員でせいいっぱ
いがんばったからなんだ。（コーチが僕らにそう教えてくれるんだ）
怒らないでね、パパ。こんなことを書いてしまったけど。僕、パパ
が大好きなんだ。練習に遅れてしまうので、これでおしまいにする
ね。練習に遅刻すると、今度の試合にはじめから出してもらえな
いんだよ。
じゃあね。

表



全日本少年サッカー大会 保護者コーナー

キッズリーダー講習会

「楽しみながら子どもを
理解」⇒研修後

・キッズリーダー修了書

・ベストサポーター賞

会場見取り図

キッズコーナー

アカデミーの選手が指導

試合会場
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柳家 小三治

「いっぱい転んで、

いっぱい立ち上がればいい。」

失敗しても、くじけず立ち上がろう。

人間は、失敗すればするほど

経験も増え、世の中のことも分かってくる。

付録

http://www.lastfm.jp/music/%E6%9F%B3%E5%AE%B6%E5%B0%8F%E4%B8%89%E6%B2%BB

